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据付工事説明書内で、安全のために必ず守っていただく項目を　　　　　　　　　　の形で記載しました。警告 注意

〔据付けされる方へのお願い〕

室内ユニットの梱包に据付報告書と保証書がセットになって入って
いますので、据付けをされる方は必ず全項目を書き入れ捺印のうえ、
下記宛にご報告願います。
保証書だけお客様にお渡しください。
据付報告書と保証書の配布方法は次のとおりです。
据付報告書　……特約店、

販売店経由 販売会社経由 三菱電機(製作所)用
保証書　(Ａ)……貴店の控

(Ｂ)……特約店、販売店の控
(Ｃ)……販売会社経由 三菱電機(製作所)用
(Ｄ)……お客様控

ご不明の点がありましたら、三菱電機の担当営業所へご照会ください。

1） フロン類をみだりに大気中に放出することは禁じられています。 
2） この製品を廃棄・整備する場合には、フロン類の回収が必要です。 
3） 冷媒の種類及び数量並びにGWP（地球温暖化係数）は、室外ユニットの定格銘板 
あるいはユニット内部の冷媒量記入ラベルに記載されています。 

4） 冷媒を追加充填した場合やサービスで冷媒を入れ替えた場合には室外ユニット内部の 
冷媒量記入ラベルに必要事項を必ず記入してください。 

フロン排出抑制法　第一種特定製品 

三菱電機 室内ユニット 
R410A対応　スプリット形電算室用空調機 

PFD-P960(V)CM-E(-2C)

据付工事説明書 販売店・工事店さま用

●この製品の性能・機能を十分に発揮させ、また安全を確保するために、正しい据付工事が必要です。据付けの前に、
室外ユニット付属の説明書と併せて、本説明書を必ずお読みください。
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個数 セット場所 付属品 

1 ユニットの外側 
ロッカクキー 
（前パネル開閉用） 

付属品 

付属品のロッカクキーを使用 
して前パネルを開閉します。 
 

開 

閉 

開 

右パネル 左パネル 

閉 
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1．据付場所の選定

室内ユニット付属品

本ユニットには下記同梱部品が付属されてお
りますので据付前に確認してください。

¡吹出空気が部屋全体に行き渡るところ。
¡侵入外気の影響のないところ。
¡吹出空気、吸込空気の流れに障害物のないところ。
¡油の飛沫や蒸気のないところ。
¡可燃性ガスの発生・流入・滞留・漏れのおそれのないところ。
¡高周波を発生する機械のないところ。
¡吹出口側に火災報知器（センサ－部）が位置しないようにしてください。
¡酸性の溶液などを頻繁に使用するところは避けてください。
¡特殊なスプレー（イオウ系）などを頻繁に使用するところは避けてください。
¡腐食ガス、有機溶剤の雰囲気での使用は避けてください。
¡高温多湿雰囲気（露点温度23℃以上）で長時間運転されますと、室内ユニットに結露する場合があります。そのよ
うな条件で使用する可能性がある場合は、室内ユニットの表面全てに断熱材（10～20mm）を追加し、結露しな
いようにしてください。

¡室内ユニットを機械室に据付けてダクト接続した場合、機械室内が高温多湿雰囲気になりますと、室内ユニットに
結露する場合があります。このような場合は、機械室内の空気と室内空気を循環させるなどして、機械室内の温度、
湿度を低下させてください。

¡設置する部屋の気密性が高い場合、室内が負圧となり、部屋の扉が開かない等の問題が発生する場合がありますの
で、室内が負圧にならないような通気孔等を設けてください。

¡粉や蒸気が多量に発生するところは避けてください。
¡海浜地区等塩分の多いところは避けてください。
¡温泉地などの硫化（イオウ系）ガスの発生するところは避けてください。
¡炎の近くや溶接時のスパッターなど火の粉が飛び散るところは避けてください。
¡室内ユニットは必ず水平に据付けてください。水たれなどの原因となります。
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¡室内ユニットの設置は、強固な床面を選定してください。また、保守サービスが容易にできるように図1に示したサービス
スペースを必ず確保してください。

¡床の構造によりユニットの振動が床と共振する場合がありますので、ユニットと床の間に防振パッドを敷くことを
お奨めします。

¡床面の開口部より送風が室内へもれないようにユニット底面と床面開口部をシールすることをお奨めします。
¡フリーアクセスフロアの床上げ高さとユニットの吸込部の高さは図2に示した寸法以上を必ず確保してください。

1-1．据付け・サービススペースの確保 （単位　㎜）

200以上 200以上 2380

10
80

99
0以
上
 

ユニット 

前パネル 

（ユニット上面より見る） 

※
3

※2※1

※1.ベーパーパン加湿器組込時は 
　　サービススペースに500mm以上必要です。 
※2.右(冷媒)配管時は500mm以上必要です。 
　　冷媒配管接続方向は右または下です。 
※3.前パネル脱着には600mm以上必要です。 

防振パッド 

40
0 

以
上
 

50
0 

以
上
 

フリーアクセス 
フロア 

図1 図2
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2．ユニットの据付け

2-2．ユニットの取付け

2-1．製品吊下げ方法と製品質量

¡基礎ボルト穴は、前後に2カ所ずつ、両側面に2カ所ずつあります。いずれかの4つの穴を用いて、ユニット四隅を固定
してください。（図A参照）

¡据付条件によっては、振動が据付部から伝搬し床や壁面から騒音や振動が発生する場合がありますので、十分な防振工
事（防振パッド、防振架台）を行ってください。

¡製品を吊下げて搬入する場合は、下図のようにアイボルト（現地手配：M20）にロープを掛けて吊下げてください。
¡吊下げる時にはユニットに衝撃を与えないようにしてください。
¡ロープは製品荷重に十分耐えられるものをご使用ください。
¡アイボルトと吊り金具間のロープ長さは2000mm以上とってください。

吊り金具 

アイボルト（M20） 

2000以上

＜例1＞正面、背面の穴を使用する場合 

●印の基礎ボルト穴（φ18）を使用 

＜例2＞両側面の穴を使用する場合 

図A

ユニット枠 

注．ユニット枠内を空気吹出口、ドレン配管、冷媒配管が通ります。
据付けるアングルと干渉しないよう、アングルの渡し方にご注意願います。（P.16参照）

製品質量： 
　PFD-P960CM-E(-2C)：７８６kg 
　PFD-P960VCM-E(-2C)：７９０kg 
製品寸法（H×W×D）： 
　１９９５×２３８０×１０８０（mm） 
　（標準フィルターボックス組込時：H２０３０） 



ユニットは本体を上下に分割することができます。（ただし、ろう付け作業が必要です。） 
分割の際には、水平な場所で実施してください。 
ユニット分割は、下記の手順で行ってください。 
　必要工具と部材 ： ・ラチェットレンチ　ソケットサイズ１７ｍｍ（Ｍ１０用）　　　　　一般工具　　  
 　結束バンド（配線用）　　ビニールテープ（配管用）　　　　　添え木 縦１１００×横２００×厚み２０（ｍｍ）1本 

1．外装パネルの取外し　　 
 　ランプの配線コネクターを取外し、まとめておいてください。 
 　図１の番号順に外装パネルを取外してください。 
 ※フロントパネルは蝶番ごと取外してください。 
2．電気配線の取出し　　 
 　図2、3、6、7で示しますリモコン、サーミスター、フロートスイッチ、電子膨張弁の配線コネクターを取外してください。 
 　コネクターを取外しましたら制御箱から各配線を抜いてください。　　 
 　制御箱から取出したらフレームのクランプから外してください。　　 
 　ユニット本体の上側で各配線をまとめておいてください。 
3．ドレンホース、配管のろう付け部の取外し　　 
 　ホース両端のホースバンドのネジを緩めてドレンホースを取外してください。　　 
 　配管に巻いているパイプカバーをトーチの炎が当たらない位置まで剥がしてください。図4、5で指示している位置でろう 
 　付け部を外してください。 
 　※周辺の可燃物にトーチの炎があたらないよう養生してください。（ドレンパン、配線、枠体の断熱材など） 
4．ユニット本体の分割　　 
 　図1のＡ部で指示している部分のボルトおよびネジを外してください。（4隅）　　　 

以上で分割完了です。搬入時に破損・キズがないように注意してください。 
また、分割時は指詰めなどのケガに十分注意してください。 
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2-3．ユニットの分割方法

⑫サイドパネル下左：6カ所（ネジ） 

⑪サイドパネル上左：6カ所（ネジ） 

②フロントパネル上左右：各2カ所（ネジ） 

①フロントパネル下左右：各2カ所（ネジ） 

⑦ランプパネル：8カ所（ネジ） 

③フサギイタ左：10カ所（ネジ） 

④フサギイタ右：10カ所（ネジ） 

⑧ウシロパネル下2枚：各7カ所 
（ネジ） 

⑨ウシロパネル上2枚：各7カ所（ネジ） 

⑭サイドパネル下右：6カ所（ネジ） 

⑮上側配管固定イタ：3カ所（ネジ） 

⑬サイドパネル上右：6カ所（ネジ） 

⑩ウシロパネル中：4カ所（ネジ） 

（4隅） 

⑥フロントパネル上中：4カ所（ネジ） 

⑤フロントパネル下中：4カ所（ネジ） 

Ａ 

図1

ボルト 

ネジ 

Ａ部詳細図 
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電子膨張弁配線 

フロートスイッチ配線 

※図はPFD-P960VCM-Eを示します。 

ランプ配線 

リモコン配線 

クランプ 

クランプ 

図2

図3

電子膨張弁配線 リモコン配線 

クランプ 

クランプ 

ランプ配線 フロートスイッチ配線 

※図はPFD-P960VCM-E-2Cを示します。 

ろう付けを外す 
　ガス管（2カ所） 
　拡管部 

ろう付けを外す 
　液管（2カ所） 
　拡管部 

ドレンパン 

熱交換器(ガス管)

熱交換器(液管)

図4

■PFD-P960(V)CM-E形

■PFD-P960(V)CM-E形

■PFD-P960(V)CM-E-2C形



13

注1.剥がしたパイプカバーはユニット組立時、元に戻し使用するために綺麗に剥がして紛失しないようにしてください。 
　2.エレベーター等で搬入する際には、分割したユニット本体を下図のようにして立ててください。（方向に注意してください。） 
　　 ユニット下側は、立てると水平を保持できないために添え木をあて水平を保持してください。 
　　 ※ユニット上側は冷媒配管に注意してください。 
　　 ※分割後でもユニット質量は大きいため、十分注意してください。 

図5

ろう付けを外す 
ガス管（2ヵ所） 
　拡管部　　　　 

ドレンパン 

熱交換器（ガス管） 

熱交換器（液管） 

ろう付けを外す 
液管（4ヵ所） 

　拡管部　　　　 

（　 　　） 

（　　　） 

制御箱 

ユニット下側 ユニット上側 

送風機 

熱交換器 

配管側 

上 上 

添え木 

冷媒配管 

下 下 

図6

■PFD-P960(V)CM-E-2C形
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・フレームが水平面に対して垂直になっているかを確認の上、各パネルを組立ててください。 
・外したネジ・ボルトは締め忘れ、締付不足のないように確実に固定してください。 
（ネジの締付トルク：0.9～1.6N・ｍ、ボルトの締付トルク：74N・ｍ） 
・電気配線を図7と表1,2を参考にし、コネクター同士を正しく接続してください。 
またユニット結束バンドにて元どおり配線を束ねてください。 
・ろう付けする際に、ドレンパンの断熱材、および周囲の可燃物にトーチの炎が当たらないように注意してください。 
・フロントパネルを取付けて閉じたときにフロントパネルに段差が生じる場合には、「2-4．パネルの段差調整方法」を
参考にして、段差をなくすように調整してください。 
・試運転後、異常音・ビビリ音・水漏れの発生がないか確認ください。 

再組立は、分割時と逆の手順で組立ててください。 

2-4．パネルの段差調整方法
据付床面が水平でない場合、また分割搬入した場合などに、前パネルに段差を生じることがあります。
見映えが悪いようでしたら、蝶番固定板を止めているネジをゆるめ、下図のように前パネルの上下をずらして、
段差を調整してください。

LEV基板①（上側） 

LEV基板②（下側） 

LEV2A
LEV2B

LEV2B
LEV2A

CN22

CN29 CN21

CN20

CN4F

CN60

CN7V

黒 
白 
赤 

4

2
2
2
2

ﾌﾛ-ﾄｽｲｯﾁ 

ｻ-ﾐｽﾀ-
ｻ-ﾐｽﾀ-
ｻ-ﾐｽﾀ-
ｻ-ﾐｽﾀ-

白 

緑 F1
G1
E1
S1
1

CN22
CN29
CN21
CN20
CN4F

部品名 ﾋﾟﾝ数 ｺﾈｸﾀ-色 ﾜｲﾔ-ﾏ-ｸ ｺﾈｸﾀｰ 

基板上のコネクターの位置 アダプター基板のコネクターの位置 

表1 PFD-P960(V)CM-E形 

図7

段
差
 

ネジ 

蝶番固定板 

パネル全体を傾ける 

表2 PFD-P960(V)CM-E-2C形 
基板No. コネクター ワイヤーマーク コネクター色 ピン数 部品名 
No.1 
 
 
 
 
 
 

No.2

CN4F 
CN20 
CN21 
CN29 
CN22 
CN7V 
CN60 
CN4F 
CN20 
CN21 
CN29 
CN22 
CN7V 
CN60

1 
S1 
E1 
G1 
F1 
V1 
V2 
2 
S2 
E2 
G2 
F2 
V3 
V4

白 
赤 
白 
黒 
緑 
灰 
灰 
白 
赤 
白 
黒 
緑 
灰 
灰 

4 
2 
2 
2 
2 
7 
6 
4 
2 
2 
2 
2 
7 
6

フロートスイッチ 
サーミスター 
サーミスター 
サーミスター 
サーミスター 
電子膨張弁 
電子膨張弁 

フロートスイッチ 
サーミスター 
サーミスター 
サーミスター 
サーミスター 
電子膨張弁 
電子膨張弁 
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3．冷媒配管・ドレン配管仕様

悪い例

良い例

この部分が断熱されていない 

ガス管と液管を同時に断熱しない。 接続部も十分断熱する。

冷媒配管の断熱は、十分な厚さの耐熱ポリエチレンフォームを使用してください。
室内ユニットと断熱材および断熱材間の継目に隙間がないように行ってください。
液管とガス管は、必ず別々に行ってください。
断熱に不備がある場合、冷暖房不良・露落ちなどによる不具合が発生するおそれがあります。特に天井裏内の断熱工事は、細
心の注意が必要です。

断熱材Ａ
グラスファイバー＋鉄線

接着剤＋耐熱ポリエチレンフォーム＋圧着テープ

ビニールテープ

防水麻布＋ブロンズアスファルト

防水麻布＋アエン鉄板＋油性ペイント

屋内

床下露出

屋外

外装Ｂ

※ 被覆材にポリエチレンカバーをご使用になる場合、アスファルト
ルーフィングは必要ありません。

アスファルト質油性マスチック 
またはアスファルト 

鉄線 

配管 

断熱材A
外装B

お願い：電線の断熱処理は行わないでください。

スリーブ 
断熱材 

コーキング材 
防水管 

つば付スリーブ 

断熱材 

断熱材 断熱材 

バンド 

つば付スリーブ 
コーキング材 
断熱材 

ラッキング材 

防水管 

ラッキング 
スリーブ 

スリーブ 

コーキング材 

1m 1m
スリーブ 

不燃性断熱材 
モルタル等不燃材で 
コーキング 

●貫通部

モルタルですき間を充てんする場合、貫通部を鋼板で被覆し、断熱材がへこまないようにしてください。また、その部
分は不燃性断熱材を使用し、被覆材も不燃性（ビニールテープ巻きは不可）を使用してください。

¡現地配管の断熱材は、下表の規格を満たしていることを確認してください。
※ 建物の最上階など、高温多湿の条件下で使用する場合、右表
以上の厚さの断熱材が必要となる場合があります。

※ 客先指定の仕様がある場合、右表の規格を満たす範囲で客先
指定に従ってください。

厚さ 

配管径（mm） 

耐熱温度 

φ6.35～φ25.4 φ28.58～φ38.1

10mm以上 

100°C以上 

15mm以上 

〇内壁（いんぺい） 〇外壁 〇外壁（露出） 〇防火区画、界壁等における貫通部

〇床（防水） 〇屋上パイプシャフト

ガス管 

液管 

電線 

仕上げテープ 

断熱材 

仕上げテープ 

断熱材 断熱材 

液管 ガス管 

電線 
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3-1．冷媒配管・ドレン配管サイズ

3-2．冷媒配管・ドレン配管位置 （単位　㎜）

30
0

15
0

85

79
0

ガス配管貫通穴(φ54)

液配管貫通穴(φ42)

〈Rp1-1/4〉 

〈Rp1-1/4〉 

液接続管φ19.05ろう付け 

ガス接続管φ38.1ろう付け 

135

440

462462

48
1

46
9

13
0

334 588

30
0

54
041
5

液横配管貫通穴(φ42)

ガス横配管貫通穴(φ54)125415

空気吹出口 

エマージェンシードレン接続口 

メインドレン接続口 

空気吹出口 

注１． エマージェンシードレン配管には必ずトラップを設け
てください。 
（トラップ高さ:100mm以上） 
（メインドレン配管にはトラップは必要ありません） 

　2． 下配管または下配線を行う場合は、ベースの貫通穴
を塞がないように架台の施工には注意してください。 

※塩ビ管接続の場合、接続用ソケットは現地手配願います。
※本ユニットは冷媒にR410A使用のため、φ19.05以上の配管についてはO材では耐圧不足となります。
必ず1/2H材またはH材を使用してください。
☆肉厚が1.2tの場合、O材が使用可能です。

1冷媒回路接続 

φ19.05×1.0ｔ 
(1/2H材またはH材) 

φ38.1×1.2ｔ 
(1/2H材またはH材) 

項目 
形名 

冷媒配管 

液管 

ガス管 

ドレン配管接続口 

PFD-P960(V)CM-E

Ｒp1－1/4

2冷媒回路接続 

φ15.88×1.0ｔ 
(O材) 

φ28.58×1.0ｔ 
(1/2H材またはH材) 

PFD-P960(V)CM-E-2C

☆ 

■PFD-P960(V)CM-E形



本工事を実施する場合は、必ず室外ユニットの据付説明書と照らし合わせて行ってください。
¡このユニットは、室外ユニットからの冷媒配管を室内ユニットに接続する方式になっています。
¡配管長さ、許容高低差等の制限は、室外ユニットの説明書を参照してください。

¡ろう付けは必ず無酸化ろう付けを行い、配管内に異物、水分が混入しないようにしてください。
¡ろう付け時、周囲の可燃物（ドレンホース、パネル内側断熱材、配線など）にトーチの炎を当てないようにご注意く
ださい。

¡室内ユニットの現地配管接続は、現地側の配管を拡管加工もしくは継手を用いて接続してください。
¡冷媒配管は下記材料をお使いください。

○材質：冷媒配管はJIS H 3300「銅及び銅合金継目無管」のC1220のりん脱酸銅を、配管継手はJIS B 8607に
適合したものを使用してください。配管・継手の内面・外面ともに硫黄・酸化物・ゴミ、切粉・油脂・水分
が付着していないことを確認してください。

¡ろう付け作業は労働安全衛生法で定められた溶接技能士またはガス溶接技能講習修了者が作業してください。
¡漏えい点検記録簿の管理について
気密試験後、冷媒の充てん状況、漏えい検査結果などを所定の記録用紙に追記し、空調機器の所有者が管理するようにし
てください。

4．冷媒配管・ドレン配管の接続
4-1．冷媒配管工事

冷媒配管注意事項
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462462

48
1

46
9

13
0

334 588

15
0

ガス管貫通穴(φ48)

液配管貫通穴(φ34)

66
5

59
0

75100

79
0

ガス配管貫通穴(φ48)

液管貫通穴(φ34)

<Rp1-1/4>

30
0

<Rp1-1/4>

34
0

液接続管φ15.88ろう付け 

ガス接続管φ28.58ろう付け 

135
440

30
0

49
0

41
5

液横配管貫通穴(φ34)
ガス横配管貫通穴(φ48)

75

415

エマージェンシードレン接続口 

メインドレン接続口 

空気吹出口 空気吹出口 

■PFD-P960(V)CM-E-2C形



窒
　
素 

手元バルブ 

減圧弁（レギュレータ） 

ろう付箇所 

酸化スケール 
有/なし テーピング 

窒素ガス圧力 
0.02MPa以下 

空気が入らない 
ようにします。 

注）出口側をふさがないでくださ
い。内側が大気圧以上になり
ますと、ピンホールが発生し、
ろう付箇所の漏れの原因とな
ります。 

必ず減圧弁を使用してください。 
必ず窒素ガスを使用してください。 
（酸素・炭酸ガス・フロンガスは不可） 
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ドレンパン 

パイプカバー 

チャージパイプ 

ユニット側液管 
外径：φ19.05

ユニット側ガス管 
外径：φ38.1

現地側液配管 
外径：φ19.05＜拡管加工要＞ 
ユニット側液配管とろう付け接続 
してください。 
※ろう付け時は無酸化ろう付け 
　してください。 

現地側ガス配管 
外径：φ38.1＜拡管加工要＞ 
ユニット側ガス配管とろう付け接続 
してください。 
※ろう付け時は無酸化ろう付けして 
　ください。 

・パイプカバーを取外してください。 
・チャージパイプを取外してください。 

30
0

415 125

＜配管の準備＞ 

現地側液管 
外径：φ15.88＜拡管加工要＞ 
ユニット側液管とろう付け接続 
してください。 
※ろう付け時は無酸化ろう付け 
　してください。 

外径：φ15.88
ユニット側液管 

外径：φ28.58＜拡管加工要＞ 
ユニット側ガス管とろう付け接続 
してください。 
※ろう付け時は無酸化ろう付け 
　してください。 

　 現地側ガス管 現地側液管 
外径：φ15.88＜拡管加工要＞ 
ユニット側液管とろう付け接続 
してください。 
※ろう付け時は無酸化ろう付け 
　してください。 

ユニット側ガス管 
外径：φ28.58外径：φ15.88

ユニット側液管 
パイプカバー 

チャージパイプ 

ドレンパン 

415 75 100 75

・パイプカバーを取外してください。 
・チャージパイプを取外してください。 

＜配管の準備＞ 

■PFD-P960(V)CM-E形

■PFD-P960(V)CM-E-2C形



19

4-2．ドレン配管工事

（1）室内ユニット
1.ドレン配管は、メインとエマージェンシーの2カ所接続してください。
2.ドレン配管は室外側（排水側）が下り勾配（1/100以上）となるようにしてください。
3.ドレン配管の横引きは20ｍ（高低差は含みません）以下にしてください。また、ドレ
ン配管が長い場合には途中に支持金具を設けてドレン配管の波打ちをなくしてくだ
さい。エアー抜き管は絶対につけないでください。ドレンが吹出る場合があります。

4.ドレン配管はイオウ系ガスの発生する下水溝に直接入れないでください。
5.ドレン配管の出口は臭気の発生するおそれのない場所に施工してください。
6.ドレン排水テストをしてください。ドレンパンにやかん等で注水して排水が確実に行
われることを確認してください。

7.ドレンパン内の異常検知用フロートスイッチの作動性やリード線断線などないかを確
認してください。

ユニット内にトラップを設けていますので、ドレン配管(メイン)にはトラップを設けない
でください。
ただし、エマージェンシーおよび加湿器組込の場合は、両者ドレン配管に必ずトラップを
設けてください。（加湿器側ドレン配管の詳細は、加湿器の取付要領書に従ってください。）

（2）加湿器
1.水道法で上水道との直結は禁止されています。受水槽などを
介して接続してください。

2.給水バルブとストレーナー＜現地手配＞を設置してください。
加湿器の点検時に必要となります。

3.ユニットの現地配管接続口に現地配管（15A）を接続します。
4.給水配管はユニット本体の振動で折損しないよう、経路に配
慮し、振動が大きい場合は適宜固定してください。

5.給水配管は防露してください。（断熱厚さ10mm以上）
6.加湿器への給水範囲は以下の値としてください。
補給水温：0～80℃
水　　圧：0.03～0.5MPa

7.加湿器排水配管には、オーバーブロー時に高温の水が流れる
ため、耐熱性のある材料を使用ください。

ドレンパン 

ドレンホース 

ユニット内 
トラップ 

ユニットベース 
現地ドレン配管 
（メイン） 

＜ユニット正面より見る＞ 

現地ドレン配管 
（エマージェンシー） 

100mm以上 

100mm以上 

施工不備による水漏れについては
弊社では責任を負いません。
接続箇所に水漏れがないか、確認
をお願いします。

100以上 

100以上 

シール材 シール材 

本体貫通部 

フロア 

給水バルブ 
（現地手配） 

ストレーナー 
〈100メッシュ以上〉 
（現地手配） 

給水配管〈15A〉 
（現地手配） 

加湿器排水配管〈32A〉 
（現地手配） 

加湿器本体 
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電気工事についてのご注意
１．電気工事は、「電気設備に関する技術基準」「内線規程」および据付工事説明書に従ってください。
２．電気配線工事は電力会社の認定工事店で行ってください。
３．電源は必ず専用の分岐回路からとり、漏電遮断器を取付けます。
４．ユニットの外部では、制御回路の電線（リモコン線・伝送線）と電源配線が直接接触しないように5cm以上離して施設してく

ださい。
５．配線の接続はネジの緩みのないように確実に行ってください。
６．天井裏内の配線（電源・リモコン・伝送線）はネズミなどにより、かじられ切断する場合があり、できる限り鉄管などの保護

管内に通してください。
７．MAスムースリモコン用・伝送線用端子台には電源配線を接続しないでください。（故障します。）
８．室内ユニットとリモコンおよび室外ユニットを必ず配線接続します。
９．ユニットには電源電圧に応じてC種またはD種接地工事を必ず実施してください。
10．制御配線は以下の条件からお選びください。

5．電気配線

制御配線（伝送線）の種類と許容長
システム構成により、配線の許容長が異なります。
配線工事の前に、必ず室外ユニットの据付工事説
明書をご覧ください。また、ノイズ源がユニット
に近傍している場合は、ノイズ障害防止のために
ユニット本体をノイズ源から離すと共に、必ずシ
ールド線を使用ください。

配線の種類 
線種 

シールド線 
CVVS・CPEVS・MVVS

線数 2心ケーブル 
線径 1.25mm2以上 

室内外伝送線最遠長 最大200m

集中管理用伝送線および 
室内外伝送線最遠長 
（室外ユニットを経由した最遠長） 

最大500m
＊集中管理用伝送線に設置される 
  各室外ユニット間の配線長は最大200m

PFD-P960CM-E(-2C) 
200V 
11.0kW 
22mm2 

5.5mm2 

60A 
100mA  0.1s以下 

60A 
60A 
60A

PFD-P960VCM-E(-2C) 
400V 
11.0kW 
8mm2 

3.5mm2 

40A 
100mA  0.1s以下 

60A 
40A 
40A

電源配線太さ 
アース線太さ 

漏電遮断器 容量 
定格感度 

送風機電動機出力 

形名 
電源 

手元開閉器 

配線用遮断器（NFB） 

開閉器容量 
過電流保護器 

室内ユニット　電線太さおよび開閉器容量 

※1：インバーター回路用漏電遮断器（三菱電機NV-Cシリーズ）を取付けてください。 

200V 
 

2.0mm 
 
 
 

30mA　0.1s以下 

4kW 
 

20A 
20A 
20A

6kW 
 

30A 
30A 
30A

400/415/440V 
 

2.0mm 
15A 
15A 
20A 

30mA　0.1s以下 

4kW 6kW
電源配線太さ 

手元開閉器の場合 
開閉器容量 
ヒューズ容量 
定格電流 
定格感度 

加湿器容量 
電源電圧 

漏電遮断器 
配線遮断器の場合 

加湿器　電線太さおよび開閉器容量 

※1 ※1

5-1．電源配線

注1. 電源には、必ず漏電遮断器を取付けてください。
2. 漏電遮断器で地絡保護専用のものは、手元開閉器または配線用遮断器を組合わせて使用してください。
3. 電源配線に当たっては「電気設備に関する技術基準」および「内線規程」に従ってください。
4. ユニット本体と加湿器とは別電源としてください。
5. 製品の故障、電源配線不良などにより大電流が流れた場合、製品側の遮断器と上位側の遮断器が共に作動することがあります。
設備の重要度により電源系統を分割するか、遮断器の保護協調をとってください。

室内 
ユニット 

アース 

手元開閉器 
配線用遮断器 

 

漏電遮断器 

電源 



システム構成により、室内外伝送線の配線方法が異なります。配線工事の前に、必ず室外ユニットの据付工事説明書を
ご覧ください。
[シールド線の処理]
シールド線のアースは、室外ユニットのアース端子（ ）と、室内ユニットの端子台（TB5）のS端子と接続して
ください。

5-2．電気配線接続（端子のネジのゆるみのないよう注意してください。）

5-3．室内外伝送線の接続
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手順１．本体下側の左右パネルを開いてください。パネルはロッカクキーを回すと
開きます。

手順２．電源配線、内外接続線・アースの配線を行なってください。外部入出力用の端子を
使用する場合は、「5-6.外部入出力仕様」を参考にして配線を行ってください。

手順３．配線が終わりましたら、ゆるみ、誤りのないことを再度確認の上、パネルを閉めて
ください。

TSR

TSR

T

TB4

T

４ ３ ２ １ 
ＴＢ６ 

２ １ 
ＴＢ８ 

Ｓ Ｂ１ Ａ１ 
ＴＢ５ 

ＴＢ２ 

F5

F4

上段 ＴＢ５－２ 

下段 ＴＢ１５ 
Ａ２ Ｂ２ Ｓ 

１ ２ 

三相 
電源へ 

外部出力用配線穴 
（強電） 伝送線用配線穴（弱電） 

伝送用端子台 

外部入力用配線（弱電） ※伝送用端子台取付板の 
　下を通し配線してください。 

配線接続後固定してください。 

外部出力用配線（強電） 

外部入出力基板（端子） 
アダプターボード 

アース 

電源端子台 
電源線用配線穴 

配線接続後 
固定してください。 

配線接続後固定してください。 

配線接続後 
固定してください。 

TSR

M8ネジ 24

※図はPFD-P960VCM-Eを示します。 

配線接続後固定してください。 

アース 

電源端子台 三相 
電源へ 電源用配線穴 

伝送用端子台 

外部入出力基板（端子） 

｝ ※伝送用端子台取付板の 　下を通し配線してください。 
外部出力用配線（弱電） 

外部出力用配線（強電） 

伝送線用配線穴（弱電） (強電)
外部出力用配線穴 

配線接続後 
固定してください。 

配線接続後固定してください。 

TSR

M8ネジ 24

※図はPFD-P960VCM-E-2Cを示します。 

■PFD-P960(V)CM-E形

■PFD-P960(V)CM-E-2C形
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5-4．アドレス設定（必ず元電源を切った状態で操作します。）
1.アドレスは正しく設定してください。
＊システム構成により、アドレスの設定範囲が異なります。工事前に、室外ユニット据付工事説明書をご覧ください。

2.アドレスは接続される冷媒系統にあわせて下記のように設定してください。

＊同じ制御箱内のアドレスは、必ず連番で設定してください。
＊アドレスは”1～50”の範囲内で設定してください。

3.アドレス（SW11，12）の設定は、下記例のように10の位（SW12）と1の位（SW11）の組合せになります。
（例）アドレス”03”は、10の位（SW12）：”0” 1の位（SW11）：”3”

アドレス”25”は、10の位（SW12）：”2” 1の位（SW11）：”5”
＊各スイッチの出荷時設定は”0”です。

4.アドレス設定後、右側面パネルの製品銘板にアドレス記入欄がありますので、油性ペンなどでアドレスを必ず記入し
てください。

LEV-BOARD② 

NO.1　BOARD

X15X13

X11

X12

ＴＢ５ 
Ａ１ Ｂ１ Ｓ 

ＴＢ８ 
１ ２ 

ＴＢ６ 
１ ２ ３ ４ 

２ １ 

Ｓ Ｂ２ Ａ２ 
下段 ＴＢ１５ 

上段 ＴＢ５－２ 

SW1SW3 SW12 SW11

※図はPFD-P960VCM-Eを示します。 

NO.1　BOARDNO.2　BOARD

SW3 SW12SW11SW1 SW1 SW3SW12SW11

X18

X19

X14 X15X13

X12

X11

４ ３ ２ １ 
ＴＢ６ 

２ １ 
ＴＢ８ 

Ｓ Ｂ１ Ａ１ 
ＴＢ５ 

上段 ＴＢ５－２ 

下段 ＴＢ１５ 
Ａ２ Ｂ２ Ｓ 

１ ２ 

※図はPFD-P960VCM-E-2Cを示します。 

室内コントローラーの種類 アドレス 

No.1（右側の基板） 冷媒系統1（手前配管側） 奇数アドレス 親 

No.2（左側の基板） 冷媒系統2（後方配管側） No.1アドレス＋1子 

■PFD-P960(V)CM-E形

■PFD-P960(V)CM-E-2C形



5-5．送風機制御について
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現地SW設定ミスによる露飛びなどのトラブルを防ぐため、据付および試運転時に必ず設定を確認してください。

手順1. 設置場所の機外静圧を確認してください。
手順2. 現地の機外静圧に合ったSW設定を行ってください。

※本体下側の左パネルを開いてください。パネルはロックキーを回すと開きます。
※風量はDip-SW1-6、1-7、3-6の組合せにより決定します。出荷時には⑦に設定されています。
※中・高性能フィルターボックス（別売品）および、中・高性能フィルター（別売品）組込時は、必ず
静風圧パターン①または②に設定してください。

※室内ユニット内に制御基板が複数枚ある機種は、室内ユニット内の制御基板のスイッチを同一設定にしてく
ださい。（アドレス設定およびSW1-9,8-1は除く）

手順3. SW設定ミスなきこと確認の上、パネルを閉めてください。

静風圧 
パターン 
① 
② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 
　⑦※ 
⑧ 

風量 
（m3/min） 
460 
460 
460 
460 
460 
460 
460 
460

機外静圧 
（Pa） 
120 
60 
360 
300 
240 
180 
120 
60

ファン回転数（rpm） 
（参考） 
1060 
1020 
930 
890 
860 
820 
780 
740

 
SW1-6 
OFF 
ON 
ON 
OFF 
ON 
ON 
OFF 
OFF

 
SW1-7 
OFF 
OFF 
ON 
ON 
ON 
OFF 
OFF 
ON

 
SW3-6 
ON 
ON 
ON 
ON 
OFF 
OFF 
OFF 
OFF

メイン基板SW設定 
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5-6．外部入出力仕様

1.入出力仕様

機　能 使用用途 信号仕様 

 入　　力 

発　停 パルス、またはレベ
ル信号により、空調
機の運転/停止を切
り替えます。 
※出荷時は、 
　1.パルス入力設定
です。（注2） 

【パルス】（1パルス・2パルス入力） 
　有電圧／無電圧ａ接点 (注1) 
＜有電圧の外部電源＞ 
 電源：DC12～24Ｖ 
 電流：約10ｍＡ（DC12Ｖ） 

除湿信号 通常制御から除湿
優先制御に切り替
えます。 

【レベル】 
　開：通常制御 
　閉：除湿優先制御 
次頁配線図＜除湿指令＞を参照 

＜パルス規格＞ 

（パルス間隔） 200ms以上 200ms以上 

（注1）：微小電流用接点（DC12V 1mA）をご使用ください。 
（注2）：制御基板のスイッチ（ＳＷ）設定で 

「1パルス入力」「2パルス入力」「レベル入力」の切り替え
ができます。スイッチの設定は、下図を参照ください。 

【レベル】 
　開：停止 
　閉：運転 

（パルス通電時間） 

機　能 使用用途 信号仕様 

出　　力 
 

運転状態 室内ユニットの運転状態の信号が
取り出せます。 

室内ユニットの異常の信号が取り
出せます。 

室内ユニットのサーモONの信号が
取り出せます。 

室内ユニットの冷房の信号が取り
出せます。 

 リレーａ接点出力 
 　DC 30V または 
 　AC 100V／200V 
 接点定格電流：1A 
 接点最小負荷：10mA

異　常 

サーモON

冷房 

2.配線図
外部入出力用基板 

表示用電源 

運転状態 

異　常 

サーモON

有電圧入力 

無電圧入力 

リレー接点出力 

冷房 

端子台接続 コネクター接続 

L1

L2

L3

L4

CN53

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

TB21

TB22

TB23

XE

XD

XC

XB

XA

COM

1

2

BC

B1

B2

AC

A1

A2

3

4

5

CN54

XA

XB

XC

XD

XE

外部入出力用基板1

表示用電源 

運転状態 

異　常 

サーモON

有電圧入力 

無電圧入力 

リレー接点出力 

冷房 

端子台接続 コネクター接続 

L1-1

L1-2

L1-3

L1-4

CN53

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

TB21

TB22

TB23

XE

XD

XC

XB

XA

COM

1

2

BC

B1

B2

AC

A1

A2

3

4

5

CN54

XA

XB

XC

XD

XE

外部入出力用基板2

表示用電源 

運転状態 

異　常 

サーモON

リレー接点出力 

冷房 

端子台接続 コネクター接続 

L2-1

L2-2

L2-3

L2-4

CN53

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

TB21

TB22

TB23

XE

XD

XC

XB

XA

COM

1

2

BC

B1

B2

AC

A1

A2

3

4

5

CN54

XA

XB

XC

XD

XE

CN51

室内ユニット 
制御基板 

CN52

配線長は最大100mまで 

CN51

室内ユニット 
制御基板1

CN52

配線長は最大100mまで 

CN51

室内ユニット 
制御基板2

CN52

配線長は最大100mまで 

注1：外部入出力基板2のTB21およびTB23には入力は不要です。冷媒系統2は冷媒系統1への発停入力に合わせて発停します。 
注2：No.2側制御基板上のSW設定は、パルス入力設定から変更しないでください。レベル入力設定に変更すると、冷媒系統2は起動しません。 

＜リレー接点出力＞ 

リレー 
（許容電流 10mA～1A） 

表示用 
電源 

DC30V  1A 
AC100V/200V  1A

L1,L1-1,2-1 運転状態表示ランプ 

L2,L1-2,2-2 異常（一括）表示ランプ 

L3,L1-3,2-3 サーモON状態表示ランプ 

L4,L1-4,2-4 冷房表示ランプ 

XA～XE

1パルス入力 

SW設定 有電圧 無電圧 

2パルス入力 

レベル入力 

ON

SW1-9

ON

ON

SW8-1

ON

SW1-9

OFF

SW8-1

OFF

SW1-9 SW8-1

AC

A1

A2

電源 

SW

AC

A1

A2
ON用SW

OFF用SW

電源 

BC

B1

B2
SW

AC

A1

A2

電源 

SW

BC

B1

B2
SW

BC

B1

B2
ON用SW

OFF用SW

■PFD-P960(V)CM-E形

■PFD-P960(V)CM-E-2C形
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3.配線方法

1) 室内ユニットの設定を確認します。
（「2.配線図」項を参照。）
2)外部出力機能を使用する場合、本機の外部出力端子
(TB22)に、使用用途に合わせてそれぞれの信号線
を接続します。このとき信号線の被覆をむいて端子
に接続してください。

3) 外部入力機能を使用する場合、本機の外部入力端子
(TB21もしくはTB23)に、使用用途に合わせてそ
れぞれの信号線を接続します。このとき信号線の被
覆をむいて端子に接続してください。

54321COMB2B1BCA2A1AC

TB23
TB21 TB22

CN53 CN54

弱電圧系（DC30V以下）
のクランプへ配線固定し、伝
送線用の配線穴を通してユニ
ット外へ出す。※1 
（P.21図参照） 

強電圧系（AC100/200V）
の配線を結束バンドで束ね、伝
送線用の配線穴を通してユニッ
ト外へ出す。※2

制御基板の 
CN51へ 

制御基板の 
CN52へ 

機内配線 

現地配線 

＊) TB21は無電圧接点入力専用端子です。電圧は投入し
ないでください。
室内制御基板の故障の原因となります。

＊) TB23は有電圧接点入力専用端子です。極性を確認し
てから接続してください。故障の原因となります。

＊)表示用電源にAC100V、AC200Vを用いる場合には、
入力側の配線および室内通信ケーブルと出力側の配線
とは離して配線してください。

＊) 外部信号線の延長は、最大100mまでにしてください。

配線長さは 
最大10mまで 

TB8

1

2
Z：リレー 
　　（接点：最小適用負荷　ＤＣ１２Ｖ １mA以下） 

SW：除湿指令 

リレー電源 

リレー回路 遠方制御盤 

SWZ

＜除湿指令＞ 

Z

■PFD-P960(V)CM-E形
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＜現地手配部品＞

外部出力機能 外部入力機能 

外部出力信号線 

表示ランプ等 

外部入力信号線 

スイッチ 

品名 形式・仕様 品名 形式・仕様 

シース付ビニールコードまたはケーブル
をご使用ください。 
電線の種類　CV、CVSまたはこれらに
相当するもの 
電線サイズ　撚線0.5mm2～1.25mm2 
単線φ0.65mm～φ1.2mm

シース付ビニールコードまたはケーブル
をご使用ください。 
電線の種類　CV、CVSまたはこれらに
相当するもの 
電線サイズ　撚線0.5mm2～1.25mm2 
単線φ0.65mm～φ1.2mm

無電圧a接点 DC30V　1A以下 
 　　　　　　AC100V／200V　1A以下 

無電圧接点 

※1：AC100/200Vの強電圧系の配線と束ねないでください。ノイズによるユニット誤作動の原因になります。
※2：DC30V以下の弱電圧系の配線と束ねないでください。ノイズによるユニット誤作動の原因になります。
※3：PFD-P960(V)CM-E-2C形では、No.2側外部入力端子（TB21およびTB23）には信号を入力しないでくださ

い。

■PFD-P960(V)CM-E-2C形

54321COMB2B1BCA2A1AC

TB23
TB21 TB22

CN53 CN54

強電圧系（AC100/200V）
の配線を結束バンドで束ね、伝
送線用の配線穴を通してユニッ
ト外へ出す。※2

No.2制御基板の 
CN51へ 

No.2制御基板の 
CN52へ 

機内配線 

54321COMB2B1BCA2A1AC

TB23
TB21 TB22

CN53 CN54

弱電圧系（DC30V以下）
のクランプへ配線固定し、伝
送線用の配線穴を通してユニ
ット外へ出す。※1 
（P.21図参照） 

強電圧系（AC100/200V）
の配線を結束バンドで束ね、伝
送線用の配線穴を通してユニッ
ト外へ出す。※2

No.1制御基板の 
CN51へ 

No.1制御基板の 
CN52へ 

機内配線 

現地配線 
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5-7．加湿器入出力仕様

1.配線
①各配線の接続は、室内ユニット制御箱内に設けられた端子に指定の締付トルク（0.9～1.6N・m）で接続くださ
い。

注1：端子台TB10からリレーまでの配線長は最大100mまでとしてください。
注2：湿度調節器は相対湿度55%以下に設定してください。
注3：加湿器異常信号（断水、サーマルカットアウト）については、室内制御ユニットメイン基板に取込んでいますの

で異常発生時には、ユニット異常として発報されます。

＜現地手配部品＞

 

加湿器運転出力信号　注1 

湿度調節器（23HS）　注2

端子台番号 

TB10（1,2） 

TB10（3,4） 

電圧 

AC200V 

AC200V

信号仕様 

コイル定格電流:2A 

接点定格電流：2A

使用用途  

加湿器の運転信号が取り出せます 

設定により加湿器にON/OFF指令 

を出すことができます 

TB10

1

2

リレー回路 

L

X
X

加湿器運転表示 

電源 

最大100mまで 

表示ランプ AC200V　　10W以下 

品　名 形式・仕様 

リレー AC200V用　40W以下 

外部出力信号線 

シース付ビニールコードまたはケーブルをご使用ください。 
電線の種類：CV、CVS、またはこれらに相当するもの 
電線サイズ：撚線　0.5mm2～1.25mm2

  
　　　　　　単線　φ0.65mm～φ1.2mm

R S T

TSR

ＴＢ９ 

４ ３ ２ １ 
ＴＢ１０ 

54COM 321A1 B2B1BCA2AC

４ ３ ２ １ ２ １ 
ＴＢ８ 

Ｓ Ｂ１ Ａ１ 
ＴＢ５ 

上段 ＴＢ５－２ 

下段 ＴＢ１５ 
Ａ２ Ｂ２ Ｓ 

１ ２ 

23HS

加湿器 
制御箱へ 

L

湿度調節器 
現地配線 
200V 

400/415/440V 加湿器運転表示ランプ 
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制　御　線　配　線　例 

注意事項 許容長 

配線方法・アドレス設定方法 

IC

MA

TB5-1
A B S

01

TB15
1 2

A B

OC

TB3

TB7
A B

A B

S

51

CN41そのまま CN41そのまま 
 

OS

TB3

TB7
A B

A B

S

52

L2 L1

 
 

＜ａ．室内外伝送線＞ 
 最遠長（1.25ｍｍ2以上） 
 Ｌ1+L2　≦　200ｍ 

1. 室外ユニットアドレスは連番で設定してください。 
2. 室外ユニットの給電切換コネクタ（CN41）はそのままにしてくださ
い。 

3. 室外ユニットの集中管理用端子台（ＴＢ7）のS端子のアース処理は
不要です。 

 

ユニットまたはコントローラー 
 

アドレス 
設定範囲 設定方法 

室内ユニット 

室外ユニット 

IC

OC

手順 

1

2

注意事項 

3 MAMAスムースリモコン 

51～99

01～49 00

00

室内ユニット内の室内メイン基板の 
アドレスを“01”から設定し必ず奇数 
アドレスを連番で設定してください。 
 
同一冷媒系内の室内ユニットのアドレス+50

OS 52～100 親機アドレスに連番で設定【親機+1】 
アドレスを“100”に設定する 
場合は“50”としてください。 

設定不要 主 

＜ａ．室内外伝送線＞ 
 室外ユニット(OC,0S)の室内外伝送線用端子台（TB３）のA,B端子と室内ユニット(IC)の室内外伝送線用端子台（TB５）のA,B端子を 
 接続します。（無極性２線）　※必ずシールド線をご使用ください。 
 ［シールド線の処理］　シールド線のアースは、ＯＣのアース端子（　　）とICの端子台（TB５）のS端子とを接続します。 
 
＜b．スイッチ設定＞ 
 以下のとおり、アドレス設定が必要です。 

工場 
出荷時 

(1)MAスムースリモコンを用いたシステム
①1冷媒系統システムの場合（PFD-P960(V)CM-E）

5-8．システム接続例
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制　御　線　配　線　例 

注意事項 許容長 

配線方法・アドレス設定方法 

 
 

※室内ユニット内には、2枚の 
　室内コントローラー（制御基板） 
　があります。 

OC

TB3TB7
A BA B S

51

IC

TB5-1
A B S

01

TB5-2
A B S

02

OC

TB3TB7
A BA B S

52

A B

TB15 
 1   2

MAL
3
1

L1

L2

CN41→CN40 
 差 し 換え  

 

CN41そ の ま ま  
 

 
 

接続 
 

＜ａ．室内外伝送線＞ 
 最遠長（1.25ｍｍ2以上） 
 Ｌ1，Ｌ2≦200ｍ 
 ＜ｂ．集中管理用伝送線＞ 
 室外ユニットを経由した最遠長（1.25ｍｍ2以上） 
 Ｌ1＋Ｌ31＋Ｌ2≦500ｍ 
（Ｌ31≦200ｍ） 

1.  室内ユニットアドレスは連番で設定してください。 
2.  異なる室外ユニットに接続された室内ユニットの端子台（ＴＢ５）同士を接続 
 しないでください。 
3. 室外ユニットの給電切換コネクター（ＣＮ４１）の差し換えは､1台の室外 
 ユニットのみで実施してください。 
4.  室外ユニットの集中管理用伝送端子台（ＴＢ７）のＳ端子のアース処理は、 
 1台の室外ユニットのみで実施してください。 

ユニットまたはコントローラー 
 

アドレス 
設定範囲 
 

設定方法 
 

工場 
 出荷時 
 

室内 
 ユニット 
 

室外ユニット 
 

親機 
 

子機 
 

IC

IC

OC

手順 
 

1

2

注意事項 
 

3 MAMAスムースリモコン 
 

51～100

02～50

01～49

00

00

室内ユニット内の右側の室内コントローラー 
アドレスを“01”から設定し必ず奇数 
アドレスを連番で設定してください。 
 同一室内ユニット内の親機アドレスに連番で 
設定　 [親機＋1]

同一冷媒系内の室内ユニットのアドレス+50

設定不要 
 

主 
 

＜ａ．室内外伝送線＞ 
 室外ユニット(OC)の室内外伝送線用端子台（TB３）のA,B端子と室内ユニット(IC)の室内外伝送線用端子台（TB５）のA,B端子を 
 接続します。（無極性２線）　※必ずシールド線をご使用ください。 
 ［シールド線の処理］　シールド線のアースは、ＯＣのアース端子（　　）とICの端子台（TB５）のS端子とを接続します。 
＜ｂ．集中管理用伝送線＞ 
 各ＯＣの集中管理用伝送線端子台（ＴＢ７）のＡ，Ｂ端子を渡り配線します。 
 1台のＯＣのみ、制御基板上の給電切換コネクター（CN41）を（CN40）に差し換えます。※必ずシールド線をご使用ください。 
 ［シールド線の処理］　シールド線のアースは、各ＯＣの端子台（ＴＢ７）のＳ端子を渡り配線します。 
 　　　　　　　　　　（CN40）に差し換えた1台のＯＣの端子台（ＴＢ７）のＳ端子とアース端子(　　)を短絡します。 
＜c．スイッチ設定＞ 
 以下のとおり、アドレス設定が必要です。 

アドレスを“100”に設定する 
場合は“50”としてください 

(1)MAスムースリモコンを用いたシステム
②2冷媒系統システムの場合（PFD-P960(V)CM-E-2C）
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制　御　線　配　線　例 

注意事項 許容長 

配線方法・アドレス設定方法 

 
 

※室内ユニット内には、2枚の 
　室内コントローラー（制御基板） 
　があります。 

OC

TB3TB7
A BA B S

52

CN41そ の ま ま  
 

OC

TB3TB7
A BA B S

51

IC

TB5-1
A B S

01

TB5-2
A B S

02

A B

TB15 
 1   2

MA（主） 
A B
MA（従） 

L1

 
 

＜ａ．室内外伝送線＞ 
 （1）②と同様 

＜b．集中管理用伝送線＞ 
 （1）②と同様 
 ＜c．MAスムースリモコン配線＞ 
 総延長（0.3～1.25ｍｍ2以上） 
 ｍ1＋m2　≦200ｍ 
 

主リモコン 
 
従リモコン 
 

ユニットまたはコントローラー 
 

アドレス 
設定範囲 
 

設定方法 
 

工場 
 出荷時 
 

室内 
 ユニット 
 

室外ユニット 
 

親機 
 

IC

OC

手順 
 

1

2

注意事項 
 

3
MA

MA

MAスムース 
 リモコン 
 

51～100

01～49

子機 
 

IC 02～50

00

00

室内ユニット内の右側の室内コントローラー 
アドレスを“01”から設定し必ず奇数 
アドレスを連番で設定してください。 

同一冷媒系内の室内ユニットのアドレス+50

設定不要 
 
従リモコン 
 

主 
 主従切換機能により設定 

 

＜ａ．室内外伝送線＞ 
 （1）②と同様 
＜b．集中管理用伝送線＞ 
 （1）②と同様 
＜c．MAスムースリモコン配線＞ 
 ［2リモコン運転の場合］ 
 　2リモコンとする場合は、ICの端子台（TB15）の1，2端子とMAスムースリモコン（別売）の端子台を接続します。 
 　※接続したMAスムースリモコン（別売）の主従切換設定機能にて従リモコンに設定してください。 
 　　（設定方法は、MAスムースリモコンの据付説明書をご覧ください。） 
＜d．スイッチ設定＞ 
 以下のとおり、アドレス設定が必要です。 

A1 B2
MA

m1
m2

同一室内ユニット内の親機アドレスに連番 
で設定［親機＋1］ 

CN41→CN40 
 差 し 換え 

アドレスを“100”に設定する 
場合は“50”としてください 

L2

接続 
 

1.  室内ユニットアドレスは連番で設定してください。 
2.  異なる室外ユニットに接続された室内ユニットの端子台（ＴＢ５）同士を接続 
 しないでください。 
3. 室外ユニットの給電切換コネクター（ＣＮ４１）の差し換えは､1台の室外 
 ユニットのみで実施してください。 
4.  室外ユニットの集中管理用伝送端子台（ＴＢ７）のＳ端子のアース処理は、 
 1台の室外ユニットのみで実施してください。 
5.  同一グループの室内ユニットに3台以上のMAスムースリモコンは接続でき 
 ません。室内ユニットが3台以上になる場合は、MAスムースリモコンが2台 
 以下となるようにしてください。 

(1)MAスムースリモコンを用いたシステム
③室内ユニット1台にMAスムースリモコンを2台接続した場合　
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制　御　線　配　線　例 

注意事項 許容長 

配線方法・アドレス設定方法 

IC

MA

TB5-1
A B S

01

TB15
1 2

A B

OC

TB3

TB7
A B

A B

S

51

CN41そのまま CN41そのまま 
 

伝送線用 
給電ユニット 

OS

TB3

TB7
A B

A B

S

52

A B S

システムコントローラー 

A B S

L2L31

L
3
2

L1

 
 

＜ａ．室内外伝送線＞ 
 最遠長（1.25ｍｍ2以上） 
 Ｌ1+L2　≦　200ｍ 
＜ b．集中管理用伝送線＞ 
 室外ユニットを経由した最遠長（1.25ｍｍ2以上） 
 Ｌ1+L2+L31+L32　≦　500ｍ 
 （※L31,L32　≦　200ｍ） 

1. 室外ユニットの給電切換コネクター（CN41）はそのままにしてください。 
2. 室外ユニットの集中管理用伝送端子台（ＴＢ7）のS端子のアース処理は
不要です。 

3. 伝送線用給電ユニットを接続しない場合、1台の室外ユニットのみ、制御
基板上の給電切換コネクター（CN41）を（CN40）に差換えてください。 

4. システムコントローラーは、発停／モード／室温設定のみ可能です。 

ユニットまたはコントローラー 
 

アドレス 
設定範囲 設定方法 

室内ユニット 

室外ユニット 

IC

OC

手順 

1

2

注意事項 

3 MAMAスムースリモコン 

51～99

01～49 00

00

室内ユニット内の室内メイン基板の 
アドレスを“01”から設定し必ず奇数 
アドレスを連番で設定してください。 
 
同一冷媒系内の室内ユニットのアドレス+50

OS 52～100 親機アドレスに連番で設定【親機+1】 
アドレスを“100”に設定する 
場合は“50”としてください。 

設定不要 主 

＜ａ．室内外伝送線＞ 
 室外ユニット(OC,0S)の室内外伝送線用端子台（TB3）のA,B端子と室内ユニット(IC)の室内外伝送線用端子台（TB5）のA,B端子を 
 接続します。（無極性2線）　※必ずシールド線をご使用ください。 
 ［シールド線の処理］　シールド線のアースは、ＯＣのアース端子（　　）とICの端子台（TB5）のS端子とを接続します。 
＜ b．集中管理用伝送線＞ 
 室外ユニット(OC,0S)の室内外伝送線用端子台（TB7）のA,B端子を渡り接続します。　※必ずシールド線をご使用ください。 
 ［シールド線の処理］　シールド線のアースは、各ＯＣの端子台（TB7）のS端子を渡り接続します。 
 システムコントローラーの給電装置のS端子をアース接地してください。 
 ※給電ユニットを接続しない場合は、コネクター（CN40）に差換えた室外ユニットの端子台（TB7）のS端子 
 　とアース端子（　　）を短絡します。 
＜c．スイッチ設定＞ 
 以下のとおり、アドレス設定が必要です。 

工場 
出荷時 

(2)MAスムースリモコンとシステムコントローラー（別売）を混在させたシステム
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5-9．リモコンの動作不具合と処置

不具合現象または点検コード 要　　　因 説明

・室内ユニットの電源が入っていない
・室外ユニットの電源が入っていない
・リモコン接続台数（２台）オーバー
・室内外伝送線がＴＢ７に接続されている
・室内外伝送線にMAスムースリモコンが接続さ　
れている
・リモコン線のショート／断線
・電源配線または伝送線のショート／断線
・室内ユニット制御基板のヒューズ切れ

リモコンに通電表示（ ）され
ていない（MAスムースリモコン
給電なし）

・室外ユニットの電源が入っていない
・MAスムースリモコン主従切換を従にしてい
る
・室内外伝送線にMAスムースリモコンが接続さ
れている

リモコンの“PLEASE WAIT”が
消えない
または、“PLEASE WAIT”を周期的
に繰り返す
（室外ユニットの電源投入後通常
最大1分間“PLEASE WAIT”表
示されます）

・室内外伝送線がＴＢ７に接続されている
・室内外伝送線ショートまたは断線・接触不良
・室内ユニット内の制御基板のヒューズ切れ

リモコンに通電表示（ ）が表
示されているが運転しない

室内ユニットは、室内外の立ち上げが正常に完了する
までリモコン給電されません。

MAスムースリモコンは、室内ユニットとの立ち上げ
が正常に完了するまで“PLEASE WAIT”表示します。

室内外通信が正常に行われない場合、室内・外ユニット
は運転できません。

・リモコンでタイマー運転にしていた。
運転・停止ボタンを押して停止してください。
・遠方コントロールで運転を指示した。
運転を指示したところへ確認・連絡ください。

運転・停止ボタンを押さないのに
運転もしくは停止した。

・リモコンで入/切タイマー運転を設定すると，自動的　
に指定された時刻に運転を開始/停止します。
・遠方コントロールが接続されている場合，外部発停
信号で運転/停止の指示をすると自動的に運転/停止を
開始します。

・LEDランプが故障している。
・No.1側の室内制御基板が故障している。
・No.1側室内ユニット制御基板のヒューズ切れ。

本体前面の点検用LEDランプが点
灯しない。

・No.1側の制御基板が故障すると、点検/通常切換スイッチ
を「点検」に設定しても点検用LEDランプが点灯しま
せん。
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2

1

3

5

4

6

電源端子台と大地間を500Vメガーで計って、1.0MΩ以上あるか確認します。 
　注１. 絶縁抵抗が、1.0MΩ以下の場合は運転しないでください。 
　注２. 伝送線用端子台にはメグチェックは絶対にかけないでください。制御基板が破損します。 
　注３. 据付け直後、もしくは元電源を切った状態で長時間放置した場合には、圧縮機内に冷媒が溜まることにより、電源端子台と大地間の 
 絶縁抵抗が1MΩ近くまで低下することがあります。 
　注４. 絶縁抵抗が1MΩ以上ある場合は、元電源を入れてクランクケースヒーターを12時間以上通電することにより、圧縮機内の冷媒が 
 蒸発しますので絶縁抵抗は上昇します。 
　注５. MAスムースリモコン用・伝送線端子台の絶縁抵抗測定は絶対にしないでください。 

冷媒漏れ、電源、伝送線のゆるみがないか確認します。 

ガス側、液側のボールバルブ共、全開になっていることを確認します。　※キャップは必ず締めてください。 

送風機の静風圧設定が正しいことを確認します。 

三相電源の相順と各相間電圧を確認してください。 

試運転の最低12時間以上前に元電源を入れて、クランクケースヒーターに通電します。 
　※通電時間が短いと圧縮機故障の原因となります。 

試運転前の確認事項 

試運転操作手順 
操　　　　作　　　　手　　　　順 

元電源を入れる。 
→約１分で運転可能状態となります。以後､12時間以上放置(室外ユニット圧縮機のクランクケースヒーター通電)

１冷媒回路ずつ試運転を実施し、配管、配線の誤接続のないことを確認します。 

①まず、No.1側冷媒回路の試運転を行います。 

②室内ユニット内の通常／点検切換えスイッチを「点検」にします。 

③停止中にもう一方のNo.2側室内基板上のSW8-2を「OFF」の位置に操作します。注１ 

④室内ユニット内の操作器(リモコン)から試運転操作を行います。 
→室内側ファンが運転し、No.1側冷媒回路のみの室外ユニット運転が始まります。この時、No.2側冷媒回路の室外ユニットは、停止のままです。 
→室内ファン、No.1側冷媒回路の室外ユニットが正常に運転することを確認してください。 
→配管、配線の誤接続がないことを確認してください。 

⑤室内ユニット内の操作器(リモコン)から停止操作を行います。 
→No.1冷媒回路側の試運転終了 

⑥次に、No.2側冷媒回路の試運転を行います。 

⑦停止中にNo.1側室内基板上のSW8-2を「OFF」の位置に、もう一方のNo.2側室内基板上のSW8-2を「ON」の位置に操作します。 

⑧室内ユニット内の操作器(リモコン)から試運転操作を行います。 
→室内側ファンが運転し、No.2側冷媒回路のみの室外ユニット運転が始まります。この時、No.1側冷媒回路の室外ユニットは、停止のままです。 
→室内ファン、No.2側冷媒回路の室外ユニットが正常に運転することを確認してください。 
→配管、配線の誤接続がないことを確認してください。 

⑨室内ユニット内の操作器(リモコン)から停止操作を行います。 
→No.2側冷媒回路の試運転終了 

⑩停止中にNo.1側室内基板上のSW8-2を「ON」の位置に操作します。 

⑪最後に、通常のNo.1,2冷媒回路の同時試運転を行います。 

⑫室内ユニット内の操作器(リモコン)から試運転操作を行います。　注2. 
→室内側ファンが運転し、No.1,2側冷媒回路の室外ユニット運転が始まります。 
→室内ファン、No.1,2側ともに室外ユニットが正常に運転することを確認してください。 

⑬室内ユニット内の操作器(リモコン)から停止操作を行います。 
→試運転終了 

⑭室内ユニット内の通常／点検切換えスイッチを「通常」にします。 
→試運転終了後は、必ず通常／点検切換えスイッチを「通常」にし、No.1,2側ともに基板上のSW8が下記工場出荷時設定であることを 
　確認してください。 

注１. 2冷媒回路接続の場合、室内ユニット右記SW8の操作を 
　　行わずに、操作器(リモコン)にて運転をかけると２つの 
　　冷媒回路がともに運転をしてしまいます。 
　　１冷媒回路ごとの試運転を可能とするには、右記SW8の 
　　操作が必要です。 
注2. システム異常検知に15分程度かかる場合があるため、 
　　全システム同時運転を15分以上実施してください。 
 注3. 試運転中に室内ユニットの異常ランプが点灯した場合､ リモコンに点検コードが表示されます。 
　　点検コードについては、次項以降を参照してください。 
注4. 低負荷時の試運転で運転が継続できない場合、室外ユニットDip SW4-5をONにしてください。 
　　試運転終了後は、必ずDip SW4-5をOFFにしてください。(ＳＷ切換は、必ず停止中にしてください。) 
注5. 1冷媒回路接続の場合は、上表③,⑥～⑬の操作は不要です。 

SW8-2 ユニット動作 備考 

試運転操作を受けた場合 、 試運転 工場出荷時設定 

試運転操作指令を受けても停止のまま 

ON

OFF

室内ユニット内の基板上のSW8操作時の動作 

6．試運転方法〔取扱説明書もご一読ください〕
6-1．試運転方法
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¡外部入出力を使用する場合は、機能チェックを以下に従って実施してください。

項　目 

1 発 停 

作業内容 

外部入力から操作する。 

確認内容 

空調機が運転、もしくは停止する。 
手元リモコンの表示が変化する。 

・発停入力端子の接続状態を確認。 
・SW1-10がOFFであることを確認。 
・通常/点検切換スイッチが“通常”となっていることを確認。 
・1パルス入力の場合は、SW8-1がONかつSW1-9がON、 
　2パルス入力の場合は、SW8-1がOFFかつSW1-9がON 
　であることを確認。 
　レベル入力の場合は、SW1-9がOFFであることを確認。 

2 除 湿 外部入力から操作する。 強制サーモONになる。 ・発停入力端子の接続状態を確認。 
・通常/点検切換スイッチが“通常”となっていることを確認。 

処理内容 

・外部入力機能チェック 

項　目 

1 
2 
3 
4 
5

運転状態 
異常 
サーモON 
冷房 
加湿器 

作業内容 

リモコンから空調機を「運転（停止）」させる。 
空調機を異常停止状態にする。 
空調機がサーモON状態であることを出力する。 
空調機が冷房状態であることを出力する。 
加湿器が運転状態であることを出力する。 

確認内容 
出力端子に接続した機器が反応する。 
空調機の状態を確認する。 

出力端子に接続した機器が反応する。 
加湿器の状態を確認する。 

・出力端子の接続状態を確認。 

・出力端子の接続状態を確認。 

処理内容 

・外部出力機能チェック 
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6-2．試運転不具合時の対応

0303 
0403 
1102 
1301 
1302 
1500 
2500 
4101 
4102 
4106 
4109 
4115 
4121 
4220 
4225 
4230 
4235 
4240 
4245 
4250 
4255 
4260 
4265 
5101 

5102
 

 

5103
 

 

5104
 

 
5105 
5106 
5107 
5108 
5110 
5201 
5301 
5305 
5701 
6600 
6602 
6603 
6606 
6607 
6608 
6831 
6832 
6833 
6834 
7100 
7101 
7102 
7105 
7110 
7111 
7113 
7116 
7117 
7130

 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
 
 
○ 
○ 
 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
 
○ 
 
○ 
○ 
○ 
 
 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
 
 
○ 
○ 
○ 
○ 
 
 
 
 
 
 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
 
 
 
 
○ 
○ 
○ 
 
○ 
 
 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
○ 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
 
○ 
○ 
 
 
○ 
○ 
 
○ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 
○ 
○ 
○ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

加湿器異常（加湿器組込みのみ） 
シリアル通信異常 
吐出温度異常 
低圧圧力異常 
高圧圧力異常 
冷媒過充てん異常 
漏水異常（フロートスイッチ作動） 
LEDランプ異常（過電流） 
欠相異常 
自電源OFF異常 
ファン運転状態検知異常 
電源同期信号異常 
高調波対策機器異常 
母線電圧異常 
母線電圧異常 
放熱板過熱保護（圧縮機用） 
放熱板過熱保護（ファン用） 
過負荷保護（圧縮機用） 
過負荷保護（ファン用） 
IPM／過電流遮断異常（圧縮機用） 
IPM／過電流遮断異常（ファン用） 
起動前放熱版過熱保護 
冷却ファン異常（ファンインバーター用） 
 吸込センサー異常（TH21） 
 配管センサー異常（TH22） 
 サブクールコイルバイパス出口温度センサー異常（TH2） 
 ガス側配管温度センサー異常（TH23） 
 配管温度センサー異常（TH3） 
 外気温度センサー異常（TH24） 
 吐出温度センサー異常（TH11,TH12） 
 アキュムレーター入口温度センサー異常（TH5） 
 サブクール熱交換器液出口センサー異常（TH6） 
 外気温度センサー異常（TH7） 
 サブクールコイルバイパス出口温度センサー異常（TH8） 
 放熱板温度センサー異常（THHS） 
高圧圧力センサー異常 
電流センサー／回路異常（圧縮機用） 
電流センサー／回路異常（ファン用） 
フロートSWコネクタ外れ接続異常 
ユニットアドレス二重設定 
送信エラー（伝送プロセッサーハードウェア異常） 
送信エラー（伝送路BUSY） 
送受信エラー（伝送プロセッサーとの通信異常） 
送受信エラー（ACK無しエラー） 
応答なしエラー 
ＭＡ通信受信異常（受信なし） 
ＭＡ通信送信異常（同期回復異常） 
ＭＡ通信送信異常（ハードウェア異常） 
ＭＡ通信受信異常（スタートビット検出異常） 
合計能力エラー  
能力コードエラー 
接続台数エラー  
アドレス設定異常 
接続情報未設定異常 
リモコンセンサー異常 
機能設定エラー 
リプレース未洗浄設定異常 
機種未設定エラー 
組合わせ異常 

点検 
コード 点 検 内 容  

検出ユニット 
室内 室外 リモコン 備　　考 

温度センサー 
異常 

異常項目一覧 
（1)異常停止時、リモコン表示部に4桁の点検表示が表れますので、不具合要因の点検をお願いいたします。 

PFD-P960(V)CM-E-2C形のみ 
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機器形式名

PFD-P960(V)CM-E(-2C) R410A 4.15 2.21 9.52×1750×4×40×２個 C1220T-OL

冷　媒
設計圧力（MPa）
高　圧 低　圧

蒸　　発　　器
管外径×長さ×列数×段数（㎜） 主な材料

8．高圧ガス明細書
本製品は、高圧ガス保安法に基づき、冷媒ガスの圧力を受ける部分の材料・構造を遵守し、圧力試験が実施されています。

本製品の保安上の明細は次のとおりです。

※冷媒ガスの圧力を受ける部分の部品交換修理は資格（冷凍空調施設工事事業所）のある事業所に依頼されますようお願い

します。

7．別売部品組込時のお願い
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